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千葉県や茨城県に分布する犬と猫のかかわる安産祈願とザクマタ 

 

【研究の概要】 

 千葉県や茨城県には犬や猫をザクマタという Y 字の塔婆で供養し、安産を祈願する犬供

養・猫供養が分布しています。本論文ではこの犬供養と猫供養の分布が南北に分かれる茨城

県常陸大宮市を事例に、医療の高度化や社会の変化によって衰退傾向にある安産祈願の講

において、信仰民具のザクマタが木製から石製になった事例と調査地の氏神の小社がワラ

ホウデンから石祠へ変化した事例とを比較し、両者の影響の可能性と大部分のザクマタが

石製に変化しなかった点から、今後の課題として木製であることで付与される製作過程へ

の着目の必要性を指摘しました。 

本論は、民俗行事を継承し記憶化する講関係者の意思をザクマタやワラホウデンの石材化

を事例に、今後の研究の一方向性として信仰民具の材質に着目し、制作者や伝承者の意図を

考究する可能性を示したことが評価され、第 38 回日本民具学会研究奨励賞を受賞しました。 
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【本文の解説】 

〈研究背景〉 

 母子ともに健康に出産するための安産祈願のなかで、とく

に犬は「お産が軽い」とされ茨城県や千葉県では安産祈願と

深くかかわる動物であった。この地域の犬の関わる安産祈願

には Y 字の塔婆「ザクマタ」を集落の境や川沿いにたてる習

俗がある。本研究では、医療の発展により減少傾向にある犬

供養を伴う安産祈願の習俗について、茨城県常陸大宮市を事

例に、安産祈願や女人講、ザクマタの変容について報告した。 

 

〈常陸大宮市の動物供養と女人講〉 

 茨城県常陸大宮市では、女人講の安産祈願において供養される動物が犬と猫であり、その

事例は図１のような分布をしている。同市では犬は安産、猫は難産という理由で供養が行わ

れており、さらに供養対象が南北に分布が分かれる傾向にある。 

 また、同市では安産祈願の女人講は子安講、三夜講、観音講と呼ばれ、神仏の信仰と結び

ついている。しかし病院での出産が増えると回数や参加人数が減り、参加者が高齢化したこ

とで解散や合同祭祀といった変化が起きている。 

 

写真 1 奉納されているザクマタ 



〈石になったザクマタとワラホウデン〉 

 ザクマタは安産祈願の際に、二股の木を用いて作成する

塔婆だが、常陸大宮市の H 集落では黒い御影石に線刻さ

れたザクマタの石碑が地蔵尊の堂宇に安置されていた。信

仰物が祭祀のたびに更新されるものから石造に変わった

ものとして、同市では氏神の社がある。氏神の社はかつて

ワラホウデンという藁の社だったが、地元石材業者の勧め

や石祠へ変更した周囲の氏神の社に影響され、現在は石祠

が多くなっている。H 集落のザクマタも同じような考えか

ら石材で作られたのではないかと考えられる。 

 

〈考察〉 

 ワラホウデンから石祠へ変化した氏神の社という信仰物の形態の変化が、二股の木を材

料とするザクマタにも影響を与えた可能性がある一方で、調査地域に残存するザクマタの

ほとんどは木であった。ザクマタを奉納する安産祈願において、供えるという行為だけでな

く、その都度書かれる文字、選定される木の種類の制作過程にも安産祈願としての意味があ

ったからと考えられる。 

 

〈用語解説〉 

ザクマタ：東日本で動物供養に用いられる二股の木の塔婆。ザカマタ、犬塔婆ともいう。 

ワラホウデン：藁で作られる社。 
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図１ 犬供養猫供養の分布図（筆者

調査ならびに『美和村史』より作

成。地名は旧町村名） 


